
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇全国学力・学習状況調査から一問選んで 
授業づくりの一例を示しています。 

◇問題を選んだ観点 

①解答類型（誤答）に特徴がある 
②正答率が低い 
③経年的に課題がある 
④メッセージ性がある 

誤答（例）から，推測 

される児童生徒のつまずきの 

様子を記述しています。教科に 

よっては，「この問題の特徴！」

を示しています。 

ここがつまずき︕ 

見方  
レット 

リーフ 
の 

正答（例）と 

特徴的な誤答

（例）を 

示しています。 

学年・領域・ 

内容・単元名等を 

示し，学校全体で 

授業のイメージがつかめ

るように記述して 

  います。   目ざす児童生徒の

姿に対応した「授業改

善のポイント」を示し

ています。 

教師の発問を具体 

的に示し，授業の一場面

や，単元を通しての学習  

過程の授業案の提示 

をしています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一つ一つの問題には，「こんな子供に…」というメッセージが込められています。 

授業づくりのヒントを参考に， 
日々の授業がより充実したものになるよう，授業改善に取り組んでいきましょう！！ 

自分の文章のよいところを， 
観点をもとに見付けることができる児童 

実験の結果を根拠とし， 
自分の考えを説明することができる児童 

目的に応じて， 
数学的に表現・処理することができる児童 

事柄が成り立つかどうかを 
判断して説明することができる生徒 

文章の展開に着目して， 
文章の内容を解釈することができる生徒 

考察・推論を振り返り,次の課題を 
見いだそうとすることができる生徒 

小学 
国語 

中学 
国語 

小学 
算数 

中学 
数学 

 



 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

正答例  ３  二  
わたしの文章のよさは，今年がんばりたいことを伝える

ために，南さんの話やさいばい委員の活動で反省したこと

を書いたり，運動委員として進めたい新たな活動を，最後

のだん落に具体的に書いたりしたところです。 

ここがつまずき！  
具体的な記述を示しながら「自分の文章のよさ」に

ついてまとめることに課題が見られる。 

 
 
 

小学校 国語  

                   
自分の文章のよいところを， 

観点をもとに見付けることができる児童 

自分の「文章のよさ」を見付けるための 
観点をもたせよう！ 

 

誤答から見える 

児童のつまずき！ 

（問い） 
【文章２】の方ががんばりたいことがよく 
伝わってきます。それは，なぜですか。 
また，どこからわかりますか。 
 
 
 

 

 
こんな問いかけ 
してみませんか 

島谷さんが書いた【文章１】と【文章２】を使って
2 つの文章の違いに着目し，文章のよさを見付ける
言語活動例です。（ 調査問題 設問 ３ 二 ） 

観点をもとにして，
自分の文章のよい
ところを見付けま
しょう。 

日々の学習における改善･充実 

島谷さんが 5 年生の時に委員会の活動で経験
したことが具体的に書いてあるので，感じたこ
とがわかりやすく伝わりました。                

（具体的な記述） 
     

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は 

 
 

 
 

 

二
十
四
時
間
営
業
が
よ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中 

太
郎 

 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
二
十
四
時
間
営
業

が
よ
い
と
考
え
る
。 

先
日
、
寝
る
前
に
明
日
の
学
校
の
持
ち
物
を

確
認
し
て
い
る
と
「
軍
手
」
が
な
い
こ
と
に
気

が
付
き
、
次
の
日
に
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た

の
で
、
近
所
に
あ
る
二
十
四
時
間
営
業
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
っ
て
き
て
も
ら
い
、
と

て
も
助
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
二
十
四
時
間
開
い
て
い
る
必
要
は

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
今
回
の
こ
と
も
自

分
が
気
を
付
け
て
い
れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

（
中
略
） 

今
回
、
お
店
で
働
く
人
に
聞
く
中
で
、「
何
時

で
も
買
い
物
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
だ

け
で
な
く
、「
警
備
会
社
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

か
ら
の
安
全
面
」
や
「
お
客
さ
ん
が
少
な
い
と

き
に
で
き
る
仕
事
の
こ
と
」
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
た
。 

こ
う
し
た
点
か
ら
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
二
十
四
時
間
営
業
が
よ
い
と
考
え
る
。 

読む人によくわかるように，

最初と最後の段落にスーパー

マーケットの営業についての

自分の考えを示した。（構成）   

軍手を買った経験を
具体的に書いている
ので，読む人によく伝
わると思う。 

（具体的な記述） 

「24 時間営業は必要な

い」という人の意見も想

像しながら書くことがで

きた。（予想される反論） 

  

お店の人の「何時で
も…」という言葉が
文章の中に引用でき
ているな。（引用） 

自分の考えを読み手に伝えるために，最初と
最後の段落に自分の考えが書いてあります。 

（構成） 

南さんから聞いた委員会の様子のことをきっ

かけに，今年の自分の活動に生かそうとした

ところです。  （文章を書く理由・考え） 

教材名：「あなたは、どう考える」光村図書 5 年 

 

（ペアやグループで意見や感想を伝え合った後に…） 

みんなの 
意見をもとに
自分の文章の
よさを考えて
みよう。 

クラス全体で「文章のよさ」を見付けるための 

観点を整理します。 
観点をもとに，自分で「文章のよさ」を 

見付けていきます。 

より具体的な記述に！ 

特徴的な誤答  
わたしの文章のよいところは,今年がんばろうとしていることをくわしく

書いたことや,最初と最後のだん落に同じ内容を書いているところです。 

 
 
 



 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
） 

オ 

書
こ
う
と
し
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
文
章
に
対
す
る
感
想
や
意
見

を
伝
え
合
い
、
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
こ
と
。 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
） 

カ 

文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
文
章
に
対
す
る
感
想
や

意
見
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
こ
と
。 

 

こ
の
設
問
は･

･
･

（
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
指
導
事
項
よ
り
） 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
） 

オ 
 

文
章
に
対
す
る
意
見
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
内
容
や
表
現
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
付
け
る
こ
と
。 

 

中
学
年
で
は
… 

低
学
年
で
は
… 

設
問
二
は
、【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】
の
「
Ｂ
書
く
こ
と
」
の
「
共
有
」

に
関
す
る
指
導
事
項
を
問
う
初
め
て
の
調
査
問
題
で
し
た
。 

 
こ
れ
を
機
会
に
、「
共
有
」
の
指
導
・
評
価
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

小学校 国語 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｐ 
 
 

 
 
 
 
 

 

 小学校 算数  

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

目的に応じて， 
数学的に表現・処理することができる児童 

児童が問題場面に着目できるようにしよう！ 
判断する場面や振り返る場面を設定しよう！ 

正答例  １（４）  
85を小さくみて80，21を小

さくみて20として計算します。 

ここがつまずき！  
１個入り 85 円のカップケーキ 21 個分の値段が 1470 円より

必ず高くなることを見積もりによって確かめる問題である。値段を

求める式である 85×21 の 85 と 21 をそれぞれ小さく見積もる

ことに課題が見られる。 

⇒目的に合った数の処理をできるようにすることが大切である。 

特徴的な誤答   

85を大きくみて90，21を小

さくみて20として計算します。 

リンゴが 1 日目に 85 個，２日目に 36 個と

れました。この２日間にとれたリンゴを 100 個

入りの箱に入れます。全部入るでしょうか。 

C:85 個を 80 個，36 個を 30 個
とそれぞれの個数を小さくして
考えるといいと思います。 

C:２日間でとれたリンゴの
数は，85＋36 という
たし算で求められるね。 

C:85＋36 の計算
をしなくても考え
られそうです。 

T:どうしてそう考えたのですか。 

C:全部入るかどうかを考えていくからです。 

C:80＋30＝110。小さくして考えても
100をこえているので，100個入りの
箱には必ず入らないことがわかるね。 

それでは，110 個入りの箱，120 個入りの

箱，130 個入りの箱のどの箱があれば全てのリ

ンゴを入れることができますか。 

C:今度は必ず入るか
を考えるんだね。 

C:だから，大きくして
考えばいいんだ。 

T:どうして大きくして考えればいいのですか。 

C:本当の個数よりも多くして考えれば，
必ず全てのリンゴが入るからです。 

C:「10 台で足りる
でしょうか。」と
足りるかを考える
からです。 

C:だから，38 人を
40 人と多くみて
考えたんだね。 

C:すると，40÷４＝10 となって，
多い人数で考えても 10 台になる
から足りると言えます。 

T:38 人を 30 人と考えたらどうですか。 

C:少ない人数で考えると，本当の
人数が長椅子に座れなかったか
分からないから，足りるかどう
かははっきりしません。 

38 人の子供がいます。４人がけの長椅子に全

員が座れるようにします。長椅子は 10 台で足

りるでしょうか。 

C:「10 台で足りるでしょうか。」を
考えるから，だいたいの数で考え
た方が計算は簡単だと思います。 

C:私は 38 人を 40 人とだいた
いの数で考えてみました。 

T:どうして 38 人を 40 人と考えたの
ですか。 

C:目的に合ったように考
えることは大切だね。 

こんな  
問いかけ 
してみません 

か？ 

日々の学習における改善・充実 

ここが 
POINT 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 算数 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

特徴的な誤答  
・黒色のかんの水の温度は，ほかの色のかんの水 

の温度より高いから。 

・黒は光を吸収し，熱をもつから。 

 

 

 

 

 

 

 小学校 理科  

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

実験の結果を根拠とし， 
自分の考えを説明することができる児童 

必要な事実とその解釈の両方を 
整理する場面を取り入れよう！ 

正答例  ３（4）  
黒色のかんの水の温度は，40 分後には 32℃で，

ほかの色のかんの水の温度よりも高いから。 

ここがつまずき！  
・実験の結果（必要な事実）を根拠として記述することに課題が見られる。 

・実験の結果を根拠とするのではなく，既習の知識のみから記述している。 

問題から見える 
授業の構成！ 

みんなの予想から，どのような結果になると
いえるか話し合いましょう。また，みんなの
予想が確かめられる方法も考えましょう。 

◎実験結果という事実と，結果から考えられることの両方を表現するとわかりやすい 

考察になります。条件も正確に伝えましょう。 

黒色のかんの水の温度が一番高くなっている。 

それは，どこからわかりますか。なぜ，そう言えますか。 

実験の結果を見ると，40 分後は黒色のかんの水の温度が一番高いね。 

32℃で一番高いね。20 分後も 28℃で黒色のかんの水の温度が一番高いよ。 

事実（実験の結果）と 
解釈（結果から考え
られること）を整理
して示す。 

◆気付き 

◆問題の設定 

◆予想や仮説の設定 

◆検証計画の立案 

◆観察・実験の実施 

◆結果の処理 

  

 

◆結論 

◆考 察 

この結果からどのようなことが考えられますか。 

予想を，言葉や
図などで表現し
てみましょう。 

日々の学習における改善・充実 

こんな  

問いかけ 
してみませんか？ 

【問題】 

はね返した日光を水の入ったかんにあてると， 

何色のかんの水の温度が最も高くなるのか。 
 

【結果】かんの色による水の温度の変化 

【考察】 

 黒色のかんの水が一番高くなっている。 

【まとめ】 

問題解決の過程で， 

考えを明確にするために言語活動の充実をはかる 

ここが 
POINT 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 理科  



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 中学校 国語 

文章の展開に着目して，文章の内容を 
解釈することができる生徒 

場面と場面，場面と描写を結び付けて， 
内容を解釈する学習課題を設定しよう！ 

正答例  3 四  
公園の噴水の広場で海にいるかのように遊ぶ

「息子」と同じように，子供の頃の自分も想像力を
働かせ，公園の水辺に海を見いだしていたこと。 

 
ここがつまずき！  

・問題文の中の「展開」という言葉を，「場面」と「場面」，「場面」と「描写」 
 に着目するというように，捉えられていない。 
・想像力の内容を捉えられていない。また，息子が想像力を働かせていた 

ことだけでなく，子供のころの「おれ」の行動と結び付けて，内容を解 
釈することに課題が見られる。 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

特徴的な誤答  
息子が公園の水辺で何かを追いかけたり，何か

の音に聴き入ったりしているのは，想像力を働か
せていたということ。 

 
 
 
 
 

「戸部君」が登場する場面は，「私」の心情が
マイナスの場面だね。 

前時は「私」が前向きにものごとを考えるようになったことを，描写を基に捉えてきました。今日は，「戸部
君」の行動について考えていきましょう。それぞれの場面での「私」の状況と「戸部君」の行動を表にまと
めましょう。それぞれの場面を比較すると，どのようなことに気付きますか。 

場面と場面，場面と描写を相互に関連させて，内容を想像したり解釈したりできるようにしましょう。 

＜学習活動例＞「戸部君」の行動について考えよう。 
それぞれの場面の解釈ができているが，それぞれの場面を結び 

付けることで，「戸部君」の行動について考えを深める。 

第１学年 Ｃ読むこと(1)ウ 
場面と場面，場面と描写，内容の解釈 
教材名：「星の花が降るころに」（光村図書） 

 

「戸部君」の冗談で初めて笑っているよ。
意図的に言ったのかな。 

そうか。前の場面でも，「私」にちょっかい
を出したり，「私」のことを見ていたりした
のは，「戸部君」の気遣いだと思うよ。 

「戸部君」の行動について新たな解釈がでて
きましたね。では，「私」は「戸部君」の行動
をどのように考えているのでしょうか。 

そう考えると，「戸部君の背はいつの間に
かずっと高くなっている」という描写も
何か別の意味がありそうだね。 

日々の学習における改善･充実 

ここが 
POINT 

場面 「私」の状況 「戸部君」の行動 

昼休み 

教室 

・ぼんやり 

・夏美との思い出 

・ぶつかってくる 

・いつもちょっかい 

昼休み 

廊下 

・不安と緊張 

・何も考えられない 

・教室の中から様子を

見ている 

放課後 

校庭 

・戸部君が憎らしい 

・自分のことを小さく 

感じている 

 

・「あたかも」の冗談を 

言う 

夕方 

公園 

・前向きな気持ち ・登場なし 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中学校 国語 

 〔
第
１
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｃ 

読
む
こ
と
（
１
） 

  

ウ 

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目
し
て
要
約
し
た
り
、
場
面
と
場
面
、 

場
面
と
描
写
な
ど
を
結
び
付
け
た
り
し
て
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。 

 

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
指
導
事
項 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 中学校 数学 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

事柄が成り立つかどうかを 
 判断して説明することができる生徒 

目的に応じて式を変形したり，その意味を 
読み取ったりする活動を取り入れよう！ 

正答例〈4(n+1)と計算している場合〉  

n+1 は整数だから，4(n+1)は 4 の倍数

である。したがって，差が 4 である 2 つの

偶数の和は，4 の倍数になる。【6(2)】 

 

特徴的な誤答  
・「2n+(2n+4)=8n」のように，誤って計算している。 

・4n+4 と計算し，「4n と 4 がそれぞれ 4 の倍数であ

る」こと，又は「4n+4 は 4 の倍数である」ことのい

ずれかを誤って記述している。 

 

 

 

 

こんな 

問いかけ 
してみません

か？ 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

ここが 
POINT 

ここがつまずき！  
目的に応じて式を変形することや，その式の意味を読み取ることに課題が見られる。 

⇒事柄が一般的に成り立つ理由を説明するために，結論とその根拠を，文字式や 

言葉を用いて的確に表現できるようにすることが大切である。 

 

 

 

S:2つの偶数が2と6のとき，2+6=8

となり，4 の倍数になるね。 

T:具体的な数で考えてみましょう。 

S:10+14＝24，－8+(－4)=－12 にな
るから他の数も成り立ちそうだね。 

T:いつでも成り立つことを示すためには，
どうしたらいいのかな。 

S:文字を使って説明すればいいと思うよ。 

S:差が 4 である 2 つの偶数を 2n，2n+4

として説明すればいいね。 

 

 

 

T:4 の倍数であることをいうには，
どうしたらいいのかな。 

S:4 *×(整数)の形をつくればいいね。 

S:差が4である2つの偶数の
和のほかにも2つの偶数の
和がいつでも4の倍数にな
ることがあるのかな。 

T:どのような 2 つの偶数のとき，その 2 つの偶数
の和が 4 の倍数になるのか考えてみましょう。 

 

 

n を整数とすると，差が 4 である 2 つの偶

数のうち，小さい方の偶数は 2n，大きい

方の偶数は 2n+4 と表される。その和は， 

2n+(2n+4)=4n+4 

            =4(n+1) 

よって， 4(n+1)は 4 の倍数である。 

したがって，差が 4 である 2 つの偶数 

の和は 4 の倍数になる。 

 

 

T:差が 4 である 2 つの偶数の和は，4 の倍数に
なることを文字を使って説明してみましょう。 

T:「4(n+1)は 4 の倍数である」といえるのは，
なぜかな。 

  

S:「n+1 が整数だから」
いえると思うよ。 

S:説明にそれを
加えないとね。 

【問題】差が 4 である 2 つの偶数
の和は，4 の倍数になりますか。 

 

S:同じ 2 つの偶数の和も 4 の
倍数になりそうだね。 

日々の学習における改善･充実 
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 中学校 理科 

考察・推論を振り返り,次の課題を 
見いだそうとすることができる生徒 

見通しをもち，観察・実験から結論の導出まで 
区切らず，生徒が主体的に探究できるようにしよう！ 

正答例  ５（３）  
・加える力の大きさを0Nから0.2Nずつ2.0N

まで変化させる。 

・加える力の大きさを 3.0N にして測定する。 

 

特徴的な誤答  
・加える力を増やせばよい。 

・もっと細かく測定を行う。 

問われたことは？  
【実験の計画】の「加える力の大きさを0から0.5N

ずつ２.0N まで変化させた」を参考にして，考察の

妥当性を高めるために，実験の計画を検討して改善

する方法。 

ここがつまずき！  
測定する範囲や刻み幅に 

ついて数値を用いて説明する 

ことに課題が見られる。 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

こんな  

問いかけ 
してみませんか？ 探究の過程は，必ずしも一方向の流れで

はなく，結果を分析して解釈し，振り返る
ことが大切です。 

日々の学習における改善･充実 

【問題】「磁気ばね」が縮む長さは， 
加える力の大きさに比例するか。 

 
〈結果のグラフ〉 

 

T:結果のグラフは，直線と曲線のどちらになる
でしょうか。 

S:グラフは原点を通る直線になるから，
比例すると考えます。 

 

S:グラフは原点を通る曲線になるから，
比例しないと考えます。 

 

T:どの位置に測定値が増えたらグラフを
かきやすくなりますか。 

S:今ある点の間に測定値があると
わかりやすくなります。 

 

S:加える力を増やして測定値を
増やせばよいと思います。 

 

T:具体的な数値を交えて，どのように測定値
を増やしたらよいか，実験の計画を立てま
しょう。 

S:何 N まで測定すれば
いいかしら。 

S:測定を分担して， 
時間を短縮しよう。 

S:何Nずつ測定
しようか。 

S:結果は，1 人 1 台 
端末で共有しよう。 

◎他者との関わりの中で，自分の考えを 
より妥当なものにする力が養われます。 

◎ＩＣＴ機器を活用することで，表やグラ 
フを作成する時間を短縮し，探究を深め 
られます。 

ここが 
POINT 
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この冊子は， 

山梨県総合教育センター 

ホームページに 

掲載しています。 
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